
　
　
　
全
国
市
長
会
会
長
選
挙
に
立
候
補

し
た
意
義
は
。

　
　
　
行
政
の
最
先
端
の
現
場
を
担
っ
て

い
る
自
治
体
の
気
づ
き
や
知
恵
を
活
か
す

政
策
推
進
を
図
る
。
デ
ジ
タ
ル
革
命
が
進

む
時
代
に
、
新
た
な
自
治
体
経
営
を
実
現

さ
せ
る
法
整
備
や
予
算
措
置
に
つ
い
て
国

に
提
案
す
る
こ
と
で
市
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
立
候
補
し
ま
し
た
。

　
　
　
市
長
職
20
年
間
の
実
績
と
、
こ
れ

か
ら
の
市
に
つ
い
て
。

　
　
　
平
成
９
年
就
任
以
来
、
文
教
の
里

多
久
と
し
て
発
信
し
市
民
の
長
寿
や
健
康

そ
し
て
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
を
支
え
る

思
い
で
当
初
掲
げ
た
、
市
役
所
は
市
民
の

役
に
立
つ
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
を
胸
に
刻

み
４
年
任
期
ご
と
に
市
政
に
尽
力
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
１
期
目
は
、「
創
造
・
挑
戦
・
透
明
化
」

２
期
目
は
、「
住
み
た
い
美
し
い
ま
ち
多

久
」３
期
目
は
、「
夢
を
た
く
せ
る
未
来
づ

く
り
」４
期
目
は
、「
未
来
へ
新
た
に
伸
び

ゆ
く
多
久
づ
く
り
」５
期
目
は
、「
寄
り
添

う
政
治
」「
心
を
動
か
す
市
政
」「
大
き
な
志

を
も
っ
た
努
力
」
を
信
条
と
し
て
、
企
業

誘
致
、
定
住
促
進
住
宅
団
地
、
定
住
奨
励

金
の
導
入
な
ど
も
行
い
人
口
減
少
対
策
と

し
て
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
市
の
賑
わ
い
づ
く
り
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ぱ
れ
っ
と
」、

ア
ー
ト
の
街
づ
く
り
、
市
民
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
、
最
近
で
は
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
、
温
泉
保
養
宿
泊
施
設
の
再
生
。

　
福
祉
、
医
療
で
は
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
の
充
実
、
保
育
料
の
軽
減
、
健
診
と
指

導
の
充
実
。

　
教
育
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、
小
中

一
貫
教
育
の
市
内
全
校
同
時
開
校
。
学
校

跡
地
に
、
納
所
交
流
セ
ン
タ
ー
、
多
久
市

児
童
セ
ン
タ
ー
、
西
多
久
町
多
目
的
運
動

広
場
を
整
備
。

　
ま
た
、
２
０
３
号
線
バ
イ
パ
ス
の
早
期

完
成
や
多
久
小
城
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
整
備
な
ど
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

國
信

答
弁

國
信

答
弁

國
信
好
永

一般質問
６月定例会では９名の議員が一般質問を行いました。その
主なものを要約して掲載しています。
なお、未掲載の質問などは定例会のインターネット動画配
信でもご覧いただけますので、多久市議会のホームページ
にアクセスしてください。

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、市長などに方針を問うものです。

市
政
を
問
う
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み
短
縮
を
支
持
さ
れ
る
保
護
者
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
嬉
野
市
で
は
、
２

学
期
制
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
始
業
式
や

終
業
式
な
ど
を
少
な
く
し
て
授
業
時
数
を

確
保
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学

級
閉
鎖
や
風
水
害
等
に
よ
る
休
校
な
ど
早

め
に
学
校
側
で
判
断
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。　

　
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
事

項
に
つ
い
て
今
後
も
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、「
市
立
病
院
の
今
後
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
執
行
部
か
ら
多
久

市
立
病
院
・
小
城
市
民
病
院
の
統
合
に
つ

い
て
現
在
の
進
行
状
況
と
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
多
久
市
と
小
城
市
で
用
地

選
定
等
の
た
め
の
基
礎
資
料
作
成
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
そ
の
資
料
を
参
考
に
候
補

地
の
絞
り
込
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
業
務

委
託
先
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
募
集

す
る
た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
医
療
情
勢
が
刻
々
と

変
化
し
て
い
く
中
、
地
域
に
必
要
な
医
療

は
何
か
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
収
集

を
行
い
な
が
ら
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
３
０
万
５
０

０
０
円
を
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を
１
２

３
億
３
０
５
０
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
事
業
と
し
て

総
務
費　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
募
集
に

利
用
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
数
の
増
に
伴

う
業
務
委
託
料
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
た
相
の
浦
区
の
屋
外
放
送
施
設

整
備
事
業
に
対
す
る
助
成
金
、
特
定
空
家

等
の
解
体
工
事
費
用
、
温
泉
保
養
宿
泊
施

設
タ
ク
ア
開
業
に

伴
う
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
の
運
行
見

直
し
に
よ
る
運
行

管
理
委
託
料
の
増

額
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

消
防
費　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業
を
活
用

し
、
防
火
衣
購
入
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

教
育
費　
牟
田
辺
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
費

の
増
額
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
で
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
が
厳

し
い
中
、
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

引
き
出
せ
な
い
か
検
討
し
て
ほ
し
い
、
地

域
防
災
組
織
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
実
践
的
な
指
導
を
各

自
主
防
災
組
織
へ
早
急
に
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

予
算
特
別
委
員
会

審　
査　
報　
告

平
成
30
年
度
多
久
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

審査報告
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